
＊はじめに
シノプシスを作成するにあたって、念頭におくべきこと。それは、まず「作品の意図を
きちんと読みとる」こと、そして「シノプシスを読む人を意識して、その作品の内容を
正確かつ簡潔に伝える」ことです。

　必要事項

■タイトル…原題プラス訳題（自分なりに検討してつけたもの）を併記
■出版社
■出版年…初版が出た年
■著者名
■著者のプロフィール…原書に掲載されている情報や、インターネットなどで調べ
てわかることを併記する。たとえば、主な作品や既刊の訳書の情報、受賞歴、本国で
の評価など
■総ページ数
■概要…本の裏表紙にあるような作品の簡単な紹介文
■目次（ノンフィクションのみ）
■主な登場人物（ビジネス･実用書などの場合は不要）
■あらすじ
■所感…市場性、類書との比較、読者ターゲット、そのほか特記事項があれば盛り
込むとよい

※なお、これは一般的なルールですが、実際の仕事では編集者の要望を聞きながら
作成することもありますので、あらかじめ必要事項を確認しておくとよいでしょう。

シノプシスのまとめ方4

＊版権エージェント
著作権の営業と管理を行う専門業者のこと。海外の出版社や版権（著作権）エージェントから送られ

てくる原稿の完本を受け取り、日本の出版社に対して営業活動を行う。出版社が作品に興味を示した

ら、海外の版権（著作権）エージェントと交渉して、著作権使用の契約および仲介業務を行う。

　出版翻訳とは、海外の著作物を日本で出版することを目的に行われる翻訳です。出
版翻訳の対象となる著作物は、主に以下のジャンルに分かれ、日本で翻訳出版される
までの流れは下図のようになります。

②インターネットで情報収集する
　各出版社の公式サイトや、書店や通販サイトの売り上げランキングを見れば、どん
な本が多く出版され、売れているかといった傾向を知ることができます。市場傾向を
知っておくことは、良いシノプシスを書くために欠かせませんので、日頃から最新の情
報を入手するように心がけましょう。
　また、出版社の公式サイトを見る際には、新刊や話題作をチェックするだけでなく、
各出版社が翻訳作品に力を入れているか、自分が目指しているジャンルの本を得意と
しているかといった点にも注目しましょう。

③新聞広告や書評をチェックする
　出版社が新聞や雑誌に掲載している広告からは、現在の出版業界の動向だけでな
く、各出版社の販売戦略を知ることができます。広告面積が大きかったり、広告料の高
い一面に掲載されていたりすれば、出版社が特に宣伝に力を入れている本であると判
断できます。
　また、ベストセラー作品の書評に目を通し、今売れている作品がどんな作品か把握
しておくことも必要です。読者の口コミや書評をまとめて読むことができるWebサイト
もありますので、活用すると良いでしょう。

※版権とは？
　出版社が主に著作権エージェントを通じて取得する出版権のことを、通称「版権」と呼ぶ。

出版翻訳の基礎知識
　出版翻訳の学習を進めていくうえで最低限知っておきたい、出版翻訳の仕組みや
リーディングの仕事、シノプシスの作り方について解説します。リーディングは初めてと
いう方も、リーディングの経験をお持ちの方も、まずはこの冊子を読んで、出版翻訳に
ついて理解を深めておきましょう。

この冊子について
　リーディングとは、原書を読み、あらすじや感想・評価をシノプシス（またはレジュメ、
梗概とも呼ばれる）にまとめる仕事で、主に出版社や編集プロダクションが、翻訳者や
翻訳学習者に依頼します。また、リーディングを行う人をリーディングスタッフ、または
リーダーと呼びます。
　あらすじ、評価、類書との相違点、日本のマーケットに合う作品かなどをまとめたシ
ノプシスをもとに、その本を出版するかどうかを検討するので、リーディングは非常に
重要な仕事です。また、出版社からは「シノプシスには、作品の理解力や文章力が如実
に表れるので、将来翻訳を依頼するかどうかのひとつの判断基準になる」という声も
聞きます。
　リーディングの経験を積むと、原書の構造やストーリーの流れ、著者のメッセージ
などを正確につかむ力が向上しますので、翻訳も上達していきます。

リーディングの仕事
　本を読むという行為そのものは、難しいことではありません。原書となると、ときに
は辞書が必要になるかもしれませんが、それでも基本的にはただ読んでいけばいいだ
けです。
　そしてすべてを読み終えると、「おもしろかった」「期待したほどおもしろくはなかっ
た」といった感想を持つことになります。しかしそのときに、読んだ本の内容をどれだけ
正確に説明できるでしょうか？
　試しに最近読んだ本について、その内容をできるだけ詳しく思い出してみてくださ
い。ついこの前読んだ本でさえ、自分にとって印象深かったところ以外、細かな内容は
ほとんど忘れてしまっていることも多いでしょう。さらに、あらすじを文章にまとめると
なると、ストーリーの流れが前後してしまったり、一部が記憶から抜けてしまっていた
りして、人に読ませるレベルにまとめることが相当難しいことに気づきます。
　では、シノプシスを作成するためには、どう読めば良いのでしょう。答えは簡単、しっ
かりとメモを取りながら読むことです。

●リーディングの際のメモの取り方
　原書といっしょにメモを用意してください。もちろん、パソコンなどでメモを取っても
かまいません。あとからシノプシスにまとめることを考えると、パソコンのほうが便利な
ことが多いですが、なかには自分で書き取っていくほうが頭に残る方もいるでしょう。
ご自身の好きな方法でメモを取ってください。
　メモを取る際は、特に最初のうちはできるだけ詳しく書くようにしてください。「いち
いち詳細なメモを取るより、重要だと思える箇所だけをメモに残すほうが、あとからシ
ノプシスを作成するときに効率的なのでは？」と思う方がいるかもしれません。しかし、
どんなにリーディングの経験を積み、何度もシノプシスを書いた人であっても、重要な
箇所を的確に判断するのは容易ではありません。なぜなら、「良い本」というのは往々
にして読者の期待を巧みに裏切りながら進んでいくものだからです。最初は読み飛ば
していた箇所が、後になって重要な意味を持っていたことに気づいたとき、前のページ
に戻ってその箇所を探そうとすると、メモを取るより面倒な作業になってしまいます。
最初から詳細にメモを取っておき、最後に重要でなかった箇所をそぎ落としていくほ

うが、効率的ですし、重要な箇所を書き漏らすこともありません。

●フィクションは「登場人物」と「出来事」に注目
　フィクションでは、新しい登場人物が出てくるごとに名前をメモし、年齢や職業など
新しい情報が出てくるたびに書き加え、ほかの登場人物との相関関係が分かるように
します。意外な人物が後で重要な役割を果たすこともあるので、取捨選択は最後に行
うことにして、まずはすべての人物を書きとめておきましょう。
　出来事については、ストーリーの流れに沿って、主な出来事を書きとめていきます。
特に、主人公が関わるエピソード、自分が感動した部分などは、詳しく書きとめておく
か、付箋をつけておくと良いでしょう。

●ノンフィクションは「目次」と「数字や専門用語」に注目
　ノンフィクションでは、全体の構成を示すことが重要ですので、目次の流れの通りに
メモを取っていきましょう。新しい情報はないか、おもしろい切り口で書かれている点
はないかに注意しながら読み、シノプシスにもそうした情報を盛り込みます。
　また、数字や専門用語などの具体的なデータが出てきたときには、特に注意してメ
モを取るようにしてください。著者の主張を裏づける重要な証拠であることが多々あ
ります。

●シノプシスの書式と分量
　シノプシスはA4用紙に横書きが一般的ですが、編集者によっては縦書きを指定す
る場合もあります。どちらの書式でも作成できるようにしておきましょう。いずれの場
合も、読みやすい文字サイズと行間で作成することが大切です。
　分量については、A4用紙3～5枚程度を目安にすると良いでしょう。長すぎるシノプ
シスは忙しい編集者にとって負担になってしまいます。

●シノプシスの書き方例
　実際のシノプシスの書き出しをご紹介します。作成時の参考にしてください。

原書の読み方
　シノプシスを作成するにあたって重要なことは、編集者がその作品を翻訳出版する
か否かの判断材料にできるよう、作品の内容を正確かつ簡潔に伝えることです。客観
的に読んで、日本で翻訳出版する際にマイナス要素になると感じた点があれば、具体
的に書くことが求められます。

●シノプシスに盛り込むこと（一般例）
・ 原題
・ 訳題（自分なりに検討してつけた仮タイトル）
・ 出版社名
・ 出版年（初版が出た年）
・ 著者名
・ 著者のプロフィール
 原書に掲載されている情報や、インターネットなどで調べてわかることを併記。
 たとえば、代表作や日本で翻訳出版された作品の情報、受賞歴、本国での評価など。
・ 総ページ数
・ 概要（本の背表紙にあるような作品の簡単な紹介文）
・ 目次（ノンフィクションのみ）
・ 主な登場人物（ビジネス書や実用書などの場合は不要）
・ あらすじ
 シノプシスを読んだ人がストーリーを正しく理解できることが大切。読み手への伝
わりやすさを優先するため、ストーリーの順番を多少入れ替えても良い。また、一人
称視点で書かれている作品のあらすじは、一人称視点でも三人称視点でも構わな
いが、どちらの視点で書かれた作品なのか、シノプシスに含めておくと良い。
・ 所感
 感想だけではなく、市場性、類書との比較、ターゲットとなる読者、そのほか特記事
項などあれば盛り込むと良い。

シノプシスのまとめ方

　出版翻訳やリーディングの仕事をするには、市場の動き、各出版社の傾向などを
知っておくことが大切です。こうした情報を手に入れるには、主に以下のような手段が
あります。

①書店に赴く
　書店の売り場の様子をじっくり観察すると、出版社や書店の動向を知ることができ
ます。たとえば、目立つ場所に平積みになっていれば、今売れ筋の本ということになり
ますし、ポスターやポップを見れば、出版社や書店が力を入れている本がどれかもわ
かります。
　また、先週平積みだったものが、今週は棚に1冊しかないといったように、書店の商品
展開はめまぐるしく変わります。そのため、書店での取扱期間が長い書籍はよく売れて
いるということになります。こうした本の売れ行きについてもチェックしておきましょう。

出版市場の動向を知ろう
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●出版翻訳の仕組みと仕事の流れ

ミステリー、ロマンス、純文学、SF、ファンタジーなどフィクション

エッセイ、伝記、ルポルタージュ、ビジネス書、自己啓発書などノンフィクション

絵本、童話、図鑑、ヤングアダルトなど児童文芸

著作権エージェント
（日本）
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＊原稿作成時の注意
シノプシスは横書きが一般的ですが、編集者によって縦書き原稿を指定する場合も
あります。横書き縦書き両方の原稿を作成できるようにしておきましょう。いずれの
場合も、読み手が見やすい原稿をつくることが大切です。原稿の表記ルールに不安
をお持ちの方は、おさらいをしておきましょう。

＊ジャンル別　シノプシス作成　★ここがポイント★

よくある質問5

●謎の内容および、謎解きの過程と結果を明確にする。

●必要に応じて謎に関わる重要な伏線なども盛り込む。
ミステリー

児童文学

●対象年齢を挙げる(Ａmazonなど書誌情報で示されている
対象年齢ではなく、あくまでも、自分が原書を読んだうえで
判断した対象年齢)。

●差別語の有無を示す。

●日本の子どもが読むことを想定して、どこに魅力があるのか、
どこが理解しづらいのか、を客観的に示す。

ロマンス

●登場人物のキャラクター説明では、「優しい」「冷たい」といっ
た形容だけでなく、具体的なエピソードを交えるとより読み
手に伝わる。

●主人公の心の揺れも大切な要素なので、行動だけでなく心
の動きにも注意する。

●物語の重要な場面は、ほかの部分と違い一番の見せ場だ、
とわかるよう表現を工夫しながら書く。

●ラブシーンを入れる場合は直接的ではなく、きれいな表現で
まとめる。

ノンフィクション
●目次を(章タイトル)入れる。

●本の構成、各章の役割を意識して書く。

分量に決まりはありませんが、あまり長いと編集者にとって読むことが
負担になってしまいます。A4用紙 (1 ページ 1,200 文字と規定 )3～
5枚程度を目安にし、作成するとよいでしょう。

A1.
Q1. シノプシスはどの程度にまとめるべきですか？

ストーリーの順番が多少入れ替わっても構いません。ストーリーが過去
と現在を行きつ戻りつしたり、いくつもの状況が複雑に絡み合っていた
り、プロット( 筋 ) が複雑であることも少なくありません。読んだ人が誤
解をせずに、ストーリーを正しく理解できるよう、構成し直してわかりや
すく書きましょう。

A3.
Q3. あらすじは作品の章立てどおりに記載したほうが良いのでしょうか？

どちらでも構いません。ただし、情報としてそのように書かれた作品で
あることを含めておくとよいでしょう。

A2.

Q2. 一人称一視点で書かれている作品は、
あらすじも一人称一視点で書くべきですか？

編集者がその作品を出版するかどうかの判断材料にするので、客観的
に読んでみて、翻訳出版をする際にマイナス要素になると感じた点が
あれば、はっきりと具体的に書くことが要求されます。

A4.

Q4. 所感では、作品に対して
ネガティブなコメントは控えたほうが良いですか？

こうがい

※

4 　　　 32 　　　 　 　 5 6 　 　 87 　　

すべてのジャンルに共通のハンドブックでは
リーディングに初めてチャレンジする方にも
わかりやすいように、出版翻訳の基礎知識、
原書の読み方、メモの取り方、シノプシスの
まとめ方のポイントなどを解説しています。
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リーディングの仕事、シノプシスの作り方について解説します。リーディングは初めてと
いう方も、リーディングの経験をお持ちの方も、まずはこの冊子を読んで、出版翻訳に
ついて理解を深めておきましょう。

この冊子について
　リーディングとは、原書を読み、あらすじや感想・評価をシノプシス（またはレジュメ、
梗概とも呼ばれる）にまとめる仕事で、主に出版社や編集プロダクションが、翻訳者や
翻訳学習者に依頼します。また、リーディングを行う人をリーディングスタッフ、または
リーダーと呼びます。
　あらすじ、評価、類書との相違点、日本のマーケットに合う作品かなどをまとめたシ
ノプシスをもとに、その本を出版するかどうかを検討するので、リーディングは非常に
重要な仕事です。また、出版社からは「シノプシスには、作品の理解力や文章力が如実
に表れるので、将来翻訳を依頼するかどうかのひとつの判断基準になる」という声も
聞きます。
　リーディングの経験を積むと、原書の構造やストーリーの流れ、著者のメッセージ
などを正確につかむ力が向上しますので、翻訳も上達していきます。

リーディングの仕事
　本を読むという行為そのものは、難しいことではありません。原書となると、ときに
は辞書が必要になるかもしれませんが、それでも基本的にはただ読んでいけばいいだ
けです。
　そしてすべてを読み終えると、「おもしろかった」「期待したほどおもしろくはなかっ
た」といった感想を持つことになります。しかしそのときに、読んだ本の内容をどれだけ
正確に説明できるでしょうか？
　試しに最近読んだ本について、その内容をできるだけ詳しく思い出してみてくださ
い。ついこの前読んだ本でさえ、自分にとって印象深かったところ以外、細かな内容は
ほとんど忘れてしまっていることも多いでしょう。さらに、あらすじを文章にまとめると
なると、ストーリーの流れが前後してしまったり、一部が記憶から抜けてしまっていた
りして、人に読ませるレベルにまとめることが相当難しいことに気づきます。
　では、シノプシスを作成するためには、どう読めば良いのでしょう。答えは簡単、しっ
かりとメモを取りながら読むことです。

●リーディングの際のメモの取り方
　原書といっしょにメモを用意してください。もちろん、パソコンなどでメモを取っても
かまいません。あとからシノプシスにまとめることを考えると、パソコンのほうが便利な
ことが多いですが、なかには自分で書き取っていくほうが頭に残る方もいるでしょう。
ご自身の好きな方法でメモを取ってください。
　メモを取る際は、特に最初のうちはできるだけ詳しく書くようにしてください。「いち
いち詳細なメモを取るより、重要だと思える箇所だけをメモに残すほうが、あとからシ
ノプシスを作成するときに効率的なのでは？」と思う方がいるかもしれません。しかし、
どんなにリーディングの経験を積み、何度もシノプシスを書いた人であっても、重要な
箇所を的確に判断するのは容易ではありません。なぜなら、「良い本」というのは往々
にして読者の期待を巧みに裏切りながら進んでいくものだからです。最初は読み飛ば
していた箇所が、後になって重要な意味を持っていたことに気づいたとき、前のページ
に戻ってその箇所を探そうとすると、メモを取るより面倒な作業になってしまいます。
最初から詳細にメモを取っておき、最後に重要でなかった箇所をそぎ落としていくほ

うが、効率的ですし、重要な箇所を書き漏らすこともありません。

●フィクションは「登場人物」と「出来事」に注目
　フィクションでは、新しい登場人物が出てくるごとに名前をメモし、年齢や職業など
新しい情報が出てくるたびに書き加え、ほかの登場人物との相関関係が分かるように
します。意外な人物が後で重要な役割を果たすこともあるので、取捨選択は最後に行
うことにして、まずはすべての人物を書きとめておきましょう。
　出来事については、ストーリーの流れに沿って、主な出来事を書きとめていきます。
特に、主人公が関わるエピソード、自分が感動した部分などは、詳しく書きとめておく
か、付箋をつけておくと良いでしょう。

●ノンフィクションは「目次」と「数字や専門用語」に注目
　ノンフィクションでは、全体の構成を示すことが重要ですので、目次の流れの通りに
メモを取っていきましょう。新しい情報はないか、おもしろい切り口で書かれている点
はないかに注意しながら読み、シノプシスにもそうした情報を盛り込みます。
　また、数字や専門用語などの具体的なデータが出てきたときには、特に注意してメ
モを取るようにしてください。著者の主張を裏づける重要な証拠であることが多々あ
ります。

●シノプシスの書式と分量
　シノプシスはA4用紙に横書きが一般的ですが、編集者によっては縦書きを指定す
る場合もあります。どちらの書式でも作成できるようにしておきましょう。いずれの場
合も、読みやすい文字サイズと行間で作成することが大切です。
　分量については、A4用紙3～5枚程度を目安にすると良いでしょう。長すぎるシノプ
シスは忙しい編集者にとって負担になってしまいます。

●シノプシスの書き方例
　実際のシノプシスの書き出しをご紹介します。作成時の参考にしてください。

原書の読み方
　シノプシスを作成するにあたって重要なことは、編集者がその作品を翻訳出版する
か否かの判断材料にできるよう、作品の内容を正確かつ簡潔に伝えることです。客観
的に読んで、日本で翻訳出版する際にマイナス要素になると感じた点があれば、具体
的に書くことが求められます。

●シノプシスに盛り込むこと（一般例）
・ 原題
・ 訳題（自分なりに検討してつけた仮タイトル）
・ 出版社名
・ 出版年（初版が出た年）
・ 著者名
・ 著者のプロフィール
 原書に掲載されている情報や、インターネットなどで調べてわかることを併記。
 たとえば、代表作や日本で翻訳出版された作品の情報、受賞歴、本国での評価など。
・ 総ページ数
・ 概要（本の背表紙にあるような作品の簡単な紹介文）
・ 目次（ノンフィクションのみ）
・ 主な登場人物（ビジネス書や実用書などの場合は不要）
・ あらすじ
 シノプシスを読んだ人がストーリーを正しく理解できることが大切。読み手への伝
わりやすさを優先するため、ストーリーの順番を多少入れ替えても良い。また、一人
称視点で書かれている作品のあらすじは、一人称視点でも三人称視点でも構わな
いが、どちらの視点で書かれた作品なのか、シノプシスに含めておくと良い。
・ 所感
 感想だけではなく、市場性、類書との比較、ターゲットとなる読者、そのほか特記事
項などあれば盛り込むと良い。

シノプシスのまとめ方

　出版翻訳やリーディングの仕事をするには、市場の動き、各出版社の傾向などを
知っておくことが大切です。こうした情報を手に入れるには、主に以下のような手段が
あります。

①書店に赴く
　書店の売り場の様子をじっくり観察すると、出版社や書店の動向を知ることができ
ます。たとえば、目立つ場所に平積みになっていれば、今売れ筋の本ということになり
ますし、ポスターやポップを見れば、出版社や書店が力を入れている本がどれかもわ
かります。
　また、先週平積みだったものが、今週は棚に1冊しかないといったように、書店の商品
展開はめまぐるしく変わります。そのため、書店での取扱期間が長い書籍はよく売れて
いるということになります。こうした本の売れ行きについてもチェックしておきましょう。

出版市場の動向を知ろう
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●出版翻訳の仕組みと仕事の流れ

ミステリー、ロマンス、純文学、SF、ファンタジーなどフィクション

エッセイ、伝記、ルポルタージュ、ビジネス書、自己啓発書などノンフィクション

絵本、童話、図鑑、ヤングアダルトなど児童文芸

著作権エージェント
（日本）
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＊原稿作成時の注意
シノプシスは横書きが一般的ですが、編集者によって縦書き原稿を指定する場合も
あります。横書き縦書き両方の原稿を作成できるようにしておきましょう。いずれの
場合も、読み手が見やすい原稿をつくることが大切です。原稿の表記ルールに不安
をお持ちの方は、おさらいをしておきましょう。

＊ジャンル別　シノプシス作成　★ここがポイント★

よくある質問5

●謎の内容および、謎解きの過程と結果を明確にする。

●必要に応じて謎に関わる重要な伏線なども盛り込む。
ミステリー

児童文学

●対象年齢を挙げる(Ａmazonなど書誌情報で示されている
対象年齢ではなく、あくまでも、自分が原書を読んだうえで
判断した対象年齢)。

●差別語の有無を示す。

●日本の子どもが読むことを想定して、どこに魅力があるのか、
どこが理解しづらいのか、を客観的に示す。

ロマンス

●登場人物のキャラクター説明では、「優しい」「冷たい」といっ
た形容だけでなく、具体的なエピソードを交えるとより読み
手に伝わる。

●主人公の心の揺れも大切な要素なので、行動だけでなく心
の動きにも注意する。

●物語の重要な場面は、ほかの部分と違い一番の見せ場だ、
とわかるよう表現を工夫しながら書く。

●ラブシーンを入れる場合は直接的ではなく、きれいな表現で
まとめる。

ノンフィクション
●目次を(章タイトル)入れる。

●本の構成、各章の役割を意識して書く。

分量に決まりはありませんが、あまり長いと編集者にとって読むことが
負担になってしまいます。A4用紙 (1 ページ 1,200 文字と規定 )3～
5枚程度を目安にし、作成するとよいでしょう。

A1.
Q1. シノプシスはどの程度にまとめるべきですか？

ストーリーの順番が多少入れ替わっても構いません。ストーリーが過去
と現在を行きつ戻りつしたり、いくつもの状況が複雑に絡み合っていた
り、プロット( 筋 ) が複雑であることも少なくありません。読んだ人が誤
解をせずに、ストーリーを正しく理解できるよう、構成し直してわかりや
すく書きましょう。

A3.
Q3. あらすじは作品の章立てどおりに記載したほうが良いのでしょうか？

どちらでも構いません。ただし、情報としてそのように書かれた作品で
あることを含めておくとよいでしょう。

A2.

Q2. 一人称一視点で書かれている作品は、
あらすじも一人称一視点で書くべきですか？

編集者がその作品を出版するかどうかの判断材料にするので、客観的
に読んでみて、翻訳出版をする際にマイナス要素になると感じた点が
あれば、はっきりと具体的に書くことが要求されます。

A4.

Q4. 所感では、作品に対して
ネガティブなコメントは控えたほうが良いですか？

こうがい

※
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＊はじめに
シノプシスを作成するにあたって、念頭におくべきこと。それは、まず「作品の意図を
きちんと読みとる」こと、そして「シノプシスを読む人を意識して、その作品の内容を
正確かつ簡潔に伝える」ことです。

　必要事項

■タイトル…原題プラス訳題（自分なりに検討してつけたもの）を併記
■出版社
■出版年…初版が出た年
■著者名
■著者のプロフィール…原書に掲載されている情報や、インターネットなどで調べ
てわかることを併記する。たとえば、主な作品や既刊の訳書の情報、受賞歴、本国で
の評価など
■総ページ数
■概要…本の裏表紙にあるような作品の簡単な紹介文
■目次（ノンフィクションのみ）
■主な登場人物（ビジネス･実用書などの場合は不要）
■あらすじ
■所感…市場性、類書との比較、読者ターゲット、そのほか特記事項があれば盛り
込むとよい

※なお、これは一般的なルールですが、実際の仕事では編集者の要望を聞きながら
作成することもありますので、あらかじめ必要事項を確認しておくとよいでしょう。

シノプシスのまとめ方4

＊版権エージェント
著作権の営業と管理を行う専門業者のこと。海外の出版社や版権（著作権）エージェントから送られ

てくる原稿の完本を受け取り、日本の出版社に対して営業活動を行う。出版社が作品に興味を示した

ら、海外の版権（著作権）エージェントと交渉して、著作権使用の契約および仲介業務を行う。

　出版翻訳とは、海外の著作物を日本で出版することを目的に行われる翻訳です。出
版翻訳の対象となる著作物は、主に以下のジャンルに分かれ、日本で翻訳出版される
までの流れは下図のようになります。

②インターネットで情報収集する
　各出版社の公式サイトや、書店や通販サイトの売り上げランキングを見れば、どん
な本が多く出版され、売れているかといった傾向を知ることができます。市場傾向を
知っておくことは、良いシノプシスを書くために欠かせませんので、日頃から最新の情
報を入手するように心がけましょう。
　また、出版社の公式サイトを見る際には、新刊や話題作をチェックするだけでなく、
各出版社が翻訳作品に力を入れているか、自分が目指しているジャンルの本を得意と
しているかといった点にも注目しましょう。

③新聞広告や書評をチェックする
　出版社が新聞や雑誌に掲載している広告からは、現在の出版業界の動向だけでな
く、各出版社の販売戦略を知ることができます。広告面積が大きかったり、広告料の高
い一面に掲載されていたりすれば、出版社が特に宣伝に力を入れている本であると判
断できます。
　また、ベストセラー作品の書評に目を通し、今売れている作品がどんな作品か把握
しておくことも必要です。読者の口コミや書評をまとめて読むことができるWebサイト
もありますので、活用すると良いでしょう。

※版権とは？
　出版社が主に著作権エージェントを通じて取得する出版権のことを、通称「版権」と呼ぶ。

出版翻訳の基礎知識
　出版翻訳の学習を進めていくうえで最低限知っておきたい、出版翻訳の仕組みや
リーディングの仕事、シノプシスの作り方について解説します。リーディングは初めてと
いう方も、リーディングの経験をお持ちの方も、まずはこの冊子を読んで、出版翻訳に
ついて理解を深めておきましょう。

この冊子について
　リーディングとは、原書を読み、あらすじや感想・評価をシノプシス（またはレジュメ、
梗概とも呼ばれる）にまとめる仕事で、主に出版社や編集プロダクションが、翻訳者や
翻訳学習者に依頼します。また、リーディングを行う人をリーディングスタッフ、または
リーダーと呼びます。
　あらすじ、評価、類書との相違点、日本のマーケットに合う作品かなどをまとめたシ
ノプシスをもとに、その本を出版するかどうかを検討するので、リーディングは非常に
重要な仕事です。また、出版社からは「シノプシスには、作品の理解力や文章力が如実
に表れるので、将来翻訳を依頼するかどうかのひとつの判断基準になる」という声も
聞きます。
　リーディングの経験を積むと、原書の構造やストーリーの流れ、著者のメッセージ
などを正確につかむ力が向上しますので、翻訳も上達していきます。

リーディングの仕事
　本を読むという行為そのものは、難しいことではありません。原書となると、ときに
は辞書が必要になるかもしれませんが、それでも基本的にはただ読んでいけばいいだ
けです。
　そしてすべてを読み終えると、「おもしろかった」「期待したほどおもしろくはなかっ
た」といった感想を持つことになります。しかしそのときに、読んだ本の内容をどれだけ
正確に説明できるでしょうか？
　試しに最近読んだ本について、その内容をできるだけ詳しく思い出してみてくださ
い。ついこの前読んだ本でさえ、自分にとって印象深かったところ以外、細かな内容は
ほとんど忘れてしまっていることも多いでしょう。さらに、あらすじを文章にまとめると
なると、ストーリーの流れが前後してしまったり、一部が記憶から抜けてしまっていた
りして、人に読ませるレベルにまとめることが相当難しいことに気づきます。
　では、シノプシスを作成するためには、どう読めば良いのでしょう。答えは簡単、しっ
かりとメモを取りながら読むことです。

●リーディングの際のメモの取り方
　原書といっしょにメモを用意してください。もちろん、パソコンなどでメモを取っても
かまいません。あとからシノプシスにまとめることを考えると、パソコンのほうが便利な
ことが多いですが、なかには自分で書き取っていくほうが頭に残る方もいるでしょう。
ご自身の好きな方法でメモを取ってください。
　メモを取る際は、特に最初のうちはできるだけ詳しく書くようにしてください。「いち
いち詳細なメモを取るより、重要だと思える箇所だけをメモに残すほうが、あとからシ
ノプシスを作成するときに効率的なのでは？」と思う方がいるかもしれません。しかし、
どんなにリーディングの経験を積み、何度もシノプシスを書いた人であっても、重要な
箇所を的確に判断するのは容易ではありません。なぜなら、「良い本」というのは往々
にして読者の期待を巧みに裏切りながら進んでいくものだからです。最初は読み飛ば
していた箇所が、後になって重要な意味を持っていたことに気づいたとき、前のページ
に戻ってその箇所を探そうとすると、メモを取るより面倒な作業になってしまいます。
最初から詳細にメモを取っておき、最後に重要でなかった箇所をそぎ落としていくほ

うが、効率的ですし、重要な箇所を書き漏らすこともありません。

●フィクションは「登場人物」と「出来事」に注目
　フィクションでは、新しい登場人物が出てくるごとに名前をメモし、年齢や職業など
新しい情報が出てくるたびに書き加え、ほかの登場人物との相関関係が分かるように
します。意外な人物が後で重要な役割を果たすこともあるので、取捨選択は最後に行
うことにして、まずはすべての人物を書きとめておきましょう。
　出来事については、ストーリーの流れに沿って、主な出来事を書きとめていきます。
特に、主人公が関わるエピソード、自分が感動した部分などは、詳しく書きとめておく
か、付箋をつけておくと良いでしょう。

●ノンフィクションは「目次」と「数字や専門用語」に注目
　ノンフィクションでは、全体の構成を示すことが重要ですので、目次の流れの通りに
メモを取っていきましょう。新しい情報はないか、おもしろい切り口で書かれている点
はないかに注意しながら読み、シノプシスにもそうした情報を盛り込みます。
　また、数字や専門用語などの具体的なデータが出てきたときには、特に注意してメ
モを取るようにしてください。著者の主張を裏づける重要な証拠であることが多々あ
ります。

●シノプシスの書式と分量
　シノプシスはA4用紙に横書きが一般的ですが、編集者によっては縦書きを指定す
る場合もあります。どちらの書式でも作成できるようにしておきましょう。いずれの場
合も、読みやすい文字サイズと行間で作成することが大切です。
　分量については、A4用紙3～5枚程度を目安にすると良いでしょう。長すぎるシノプ
シスは忙しい編集者にとって負担になってしまいます。

●シノプシスの書き方例
　実際のシノプシスの書き出しをご紹介します。作成時の参考にしてください。

原書の読み方
　シノプシスを作成するにあたって重要なことは、編集者がその作品を翻訳出版する
か否かの判断材料にできるよう、作品の内容を正確かつ簡潔に伝えることです。客観
的に読んで、日本で翻訳出版する際にマイナス要素になると感じた点があれば、具体
的に書くことが求められます。

●シノプシスに盛り込むこと（一般例）
・ 原題
・ 訳題（自分なりに検討してつけた仮タイトル）
・ 出版社名
・ 出版年（初版が出た年）
・ 著者名
・ 著者のプロフィール
 原書に掲載されている情報や、インターネットなどで調べてわかることを併記。
 たとえば、代表作や日本で翻訳出版された作品の情報、受賞歴、本国での評価など。
・ 総ページ数
・ 概要（本の背表紙にあるような作品の簡単な紹介文）
・ 目次（ノンフィクションのみ）
・ 主な登場人物（ビジネス書や実用書などの場合は不要）
・ あらすじ
 シノプシスを読んだ人がストーリーを正しく理解できることが大切。読み手への伝
わりやすさを優先するため、ストーリーの順番を多少入れ替えても良い。また、一人
称視点で書かれている作品のあらすじは、一人称視点でも三人称視点でも構わな
いが、どちらの視点で書かれた作品なのか、シノプシスに含めておくと良い。
・ 所感
 感想だけではなく、市場性、類書との比較、ターゲットとなる読者、そのほか特記事
項などあれば盛り込むと良い。

シノプシスのまとめ方

　出版翻訳やリーディングの仕事をするには、市場の動き、各出版社の傾向などを
知っておくことが大切です。こうした情報を手に入れるには、主に以下のような手段が
あります。

①書店に赴く
　書店の売り場の様子をじっくり観察すると、出版社や書店の動向を知ることができ
ます。たとえば、目立つ場所に平積みになっていれば、今売れ筋の本ということになり
ますし、ポスターやポップを見れば、出版社や書店が力を入れている本がどれかもわ
かります。
　また、先週平積みだったものが、今週は棚に1冊しかないといったように、書店の商品
展開はめまぐるしく変わります。そのため、書店での取扱期間が長い書籍はよく売れて
いるということになります。こうした本の売れ行きについてもチェックしておきましょう。

出版市場の動向を知ろう

印
刷
／
製
本
／
出
版

編
集
／
校
正

出
版
決
定
／
版
権
取
得

訳
者
選
出
・
翻
訳
依
頼

編
集
会
議

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
依
頼

原作者

著作権エージェント
（海外）

委任

　

著作物

リーディングスタッフ
（リーダー）

シノプシス
作成

翻訳者

版権

訳文作成／
校正

出版社／
編集プロダクション

チェック作業納品 納品依頼 依頼

●出版翻訳の仕組みと仕事の流れ

ミステリー、ロマンス、純文学、SF、ファンタジーなどフィクション

エッセイ、伝記、ルポルタージュ、ビジネス書、自己啓発書などノンフィクション

絵本、童話、図鑑、ヤングアダルトなど児童文芸

著作権エージェント
（日本）

■ C　O　N　T　E　N　T　S ■

出版翻訳の基礎知識 …………… 2

リーディングの仕事 ……………… 3

出版市場の動向を知ろう…… 3－4

原書の読み方 ……………… 5－6

シノプシスのまとめ方 ……… 7－8

＊原稿作成時の注意
シノプシスは横書きが一般的ですが、編集者によって縦書き原稿を指定する場合も
あります。横書き縦書き両方の原稿を作成できるようにしておきましょう。いずれの
場合も、読み手が見やすい原稿をつくることが大切です。原稿の表記ルールに不安
をお持ちの方は、おさらいをしておきましょう。

＊ジャンル別　シノプシス作成　★ここがポイント★

よくある質問5

●謎の内容および、謎解きの過程と結果を明確にする。

●必要に応じて謎に関わる重要な伏線なども盛り込む。
ミステリー

児童文学

●対象年齢を挙げる(Ａmazonなど書誌情報で示されている
対象年齢ではなく、あくまでも、自分が原書を読んだうえで
判断した対象年齢)。

●差別語の有無を示す。

●日本の子どもが読むことを想定して、どこに魅力があるのか、
どこが理解しづらいのか、を客観的に示す。

ロマンス

●登場人物のキャラクター説明では、「優しい」「冷たい」といっ
た形容だけでなく、具体的なエピソードを交えるとより読み
手に伝わる。

●主人公の心の揺れも大切な要素なので、行動だけでなく心
の動きにも注意する。

●物語の重要な場面は、ほかの部分と違い一番の見せ場だ、
とわかるよう表現を工夫しながら書く。

●ラブシーンを入れる場合は直接的ではなく、きれいな表現で
まとめる。

ノンフィクション
●目次を(章タイトル)入れる。

●本の構成、各章の役割を意識して書く。

分量に決まりはありませんが、あまり長いと編集者にとって読むことが
負担になってしまいます。A4用紙 (1 ページ 1,200 文字と規定 )3～
5枚程度を目安にし、作成するとよいでしょう。

A1.
Q1. シノプシスはどの程度にまとめるべきですか？

ストーリーの順番が多少入れ替わっても構いません。ストーリーが過去
と現在を行きつ戻りつしたり、いくつもの状況が複雑に絡み合っていた
り、プロット( 筋 ) が複雑であることも少なくありません。読んだ人が誤
解をせずに、ストーリーを正しく理解できるよう、構成し直してわかりや
すく書きましょう。

A3.
Q3. あらすじは作品の章立てどおりに記載したほうが良いのでしょうか？

どちらでも構いません。ただし、情報としてそのように書かれた作品で
あることを含めておくとよいでしょう。

A2.

Q2. 一人称一視点で書かれている作品は、
あらすじも一人称一視点で書くべきですか？

編集者がその作品を出版するかどうかの判断材料にするので、客観的
に読んでみて、翻訳出版をする際にマイナス要素になると感じた点が
あれば、はっきりと具体的に書くことが要求されます。

A4.

Q4. 所感では、作品に対して
ネガティブなコメントは控えたほうが良いですか？

こうがい

※

4 　　　 32 　　　 　 　 5 6 　 　 87 　　
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ROMANCEROMANCE
リーディング講座

ロ　マ　ン　ス

●執筆講師

中谷 ハルナ
Haruna Nakatani

文芸翻訳家。「ベアード・トゥ・ユー」シリーズ（集英社クリエイティブ）、
『駆け引きはスペードの夜に』『告白はスイートピーの前で』（ヴィレッジ
ブックス）など訳書多数。

　はじめに
　わたしがリーディングや翻訳作業を通じてロ

マンス小説とかかわるようになって、20 年以上

になります。ここでは、そのあいだの経験をも

とに、みなさんがロマン小説のリーディングを

するときに知っておくべきこと、参考になりそう

なことを、できるだけ具体的に書いてみたいと

思います。

　わたしの場合、ロマンス小説にかかわる初め

ての仕事がリーディングでした。いっしょに翻

訳の勉強をしていた仲間から、ロマンス小説の

リーディングのトライアルがあるので、いっしょ

に受けてみないかと誘われたのがきっかけでし

た。翻訳の勉強を始めて２年目くらいだったで

しょうか。当時のわたしたちは、翻訳にかかわ

る仕事、翻訳につながりそうな仕事ならどんな

ものでもやりたい！と必死でした。わたしはい

つか小説を訳したいと夢みていましたが、その

ころはジャンルを問わず、新聞記事、雑誌記事、

コンピュータのマニュアルなど、さまざまな翻

訳の仕事のトライアルを受けました。が、結果

はすべて不合格。そんなときでしたから、降っ

てわいたような話に一も二もなく飛びつきまし

た。そして、「トライアル代わりにとりあえず１

冊、リーディングを」と手渡されたのが、ノーラ・

ロバーツ著『Rebellion』（のちに『反乱』とい

う邦題で出版）でした。正直な話、わたしは

それまでに日本語でも英語でもロマンス小説を

読んだことがありませんでした。それで「小説

の翻訳がやりたい」「ロマンス小説も訳してみ

たい」などと、本気で考えていたのですからい

い気なものです。本講座で初めてロマンス小説

に接する方もいらっしゃるでしょうが、これを

きっかけに具体的な関わり合い方がわかれば、

いまはそれで充分だと思います。まだまだこれ

からです。がんばりましょう。

　さて、初めて読んだ『Rebellion』ですが、

これが抜群におもしろかった。ロマンス小説っ

て、こんなにおもしろかったんだ！と驚いたの

を覚えています。ノーラ・ロバーツの名も忘れ

得ぬものになりました。いつかノーラ・ロバー

ツの作品を訳せたらどんなにいいだろう、と思

い、機会あるごとに「ノーラはいい、ノーラは

いい」と言っていたら、思いがけず、彼女の作

品を訳す機会にも恵まれましたが、それは数

年後の話です。

　幸い、トライアルには合格し、月に１冊から

多いときは３冊、１年半ほどリーディングの仕

事を続けました。その後、ロマンス小説の翻

訳をするようになって、定期的にロマンス小説

のリーディングをすることはなくなりましたが、

2

ジャンルの特徴、読んでおきたい参考図書、
執筆講師のアドバイスなどが書かれています。
まずは「ロマンス」というジャンルの理解を
深めてから、課題作品を読み始めましょう。
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